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単 元 行列とその応用

１ 行列の概念とその基本的性質について １ 行列とその演算・・・・・・・６時間
指 理解させ、連立１次方程式を解いたり、 指
導 点の移動を考察したりすることに行列を 導 ２ 行列の応用・・・・・・・・１６時間
目 活用できるようにさせる。 計 (本時はその１６)
標 ２ 行列Ａに対して、Ａ の計算方法とその 画

応用について考察させる。

本時の主題 行列Ａに対して、Ａ の計算方法とその活用

前時の課題 課題プリントを解いておく。

目 行列を用いて、漸化式で表される数列の一般項を求める方法を理解させるとともに、その解法に習熟

標 させる。

資料・教具・評価の観点等指 導 内 容 時間 指導上の留意点

１ 前時の課題の解答 １０ ・既習事項の内容について復 ・本時の目標が確認でき
導 習・確認させる。 ている。

〈関心・意欲・態度〉
入 ２ 本時の目標の確認

１ 問題１ を説明する。 ２０ ・結果を予想させる。 ・学習意欲を喚起する。
指 〈関心・意欲・態度〉

「ある国で都市部と農村部の人 ・関係式を導くことができて ・漸化式として表現でき
口移動を調べると、毎年都市部 いるか確認させる。 る。 〈表現・処理〉
の10％が農村部へ、逆に農村部
の30％が都市部へ移っていると ・行列のｎ乗を求めることが ・行列の性質が理解でき
いう。この国の人口は変わらな できればよいことに気付かせ る。〈数学的な見方や考
いものとして、50年後、100年 る。 え方〉
後はどうなるだろうか。」

導 展 ・結果を求めるまでの計算方 ・解法が理解できる。
法を確認させる。 〈知識・理解〉

・実用的な問題として理解さ
せる。

過 ２ 問題２ を説明する。 １５ ・行列を用いて表現できるこ ・行列を用いて表現でき
とを理解させる。 る。 〈表現・処理〉

開
・ハミルトン・ケーリーの定 ・行列の性質が応用でき
理、二項定理を用いればよい る。〈数学的な見方や考
ことに気付かせる。 え方〉

・結果を求めるまでの計算方 ・解法が理解できる。
程 法を確認させる。 〈知識・理解〉

・行列の応用例として理解さ
せる。

１ 本時のまとめ ５ ・本時の内容が理解できてい
整 るか確認させる。

理 ２ 次時の予告

次 時 の 本日学習した内容の類題を解いてくる。
課 題

備 考 理数科 生徒数 ２９名




